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ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
、
ス
マ
ー
ト
病
院
は
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
４
・
０
の
受
け
皿
！

（
１
）
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
展
開

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
、
す
で
に
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
現
実
の
商
品
と
し
て
販

売
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
、

ス
マ
ホ
で
対
応
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

電
源
は
太
陽
光
発
電
で
、
蓄
電
池
と

の
組
み
合
わ
せ
で
、
外
部
か
ら
電
気
を

買
う
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
基
本
型

で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
り
、
遠
隔
地
か
ら
冷
蔵
庫
内

の
食
料
品
を
管
理
す
る
等
生
活
の
利
便

性
の
向
上
の
ほ
か
、
煙
、
火
の
遠
隔
管

理
を
し
、
期
間
限
定
の
鍵
も
活
用
で
き

る
等
、
危
機
管
理
を
可
能
と
す
る
。

電
灯
は
必
要
な
時
間
と
場
所
で
点
灯

し
、
快
適
な
室
温
を
保
つ
等
、
総
合
的

な
デ
ー
タ
の
管
理
か
ら
省
エ
ネ
、
省
電

力
の
最
適
化
を
可
能
と
す
る
等
、
ス
マ

ー
ト
ハ
ウ
ス
は
多
面
的
な
機
能
の
展
開

が
考
え
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
と
セ
ッ
ト
に

す
れ
ば
、
電
気
料
金
の
安
い
夜
間
に
車

に
充
電
し
、
電
気
の
高
い
時
間
帯
に
は
、

車
の
蓄
電
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
も

可
能
と
な
る
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
で
、
介
護
費
用

を
い
か
に
抑
え
る
か
が
重
要
課
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
手
段
と
し
て
は
、

施
設
介
護
よ
り
在
宅
介
護
を
よ
り
多
く

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が

効
果
的
で
あ
る
。

遠
隔
管
理
に
よ
り
、
睡
眠
等
の
管
理
、

ベ
ッ
ド
で
の
動
き
等
か
ら
、
健
康
状
態

を
把
握
で
き
る
。
ま
た
、
扉
の
開
閉
か

ら
安
否
確
認
す
る
等
、
老
人
家
庭
を
モ

ニ
タ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
。
一
人
暮

ら
し
の
老
人
の
サ
ポ
ー
ト
も
容
易
と
な

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
通
信
機
能
付
き
電

力
量
計
の
こ
と
で
あ
り
、
電
力
会
社
が

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
利
用

し
、
エ
ア
コ
ン
や
照
明
等
の
制
御
を
し

て
、
省
エ
ネ
、
省
電
力
の
最
適
化
を
可

能
と
す
る
。
在
宅
の
有
無
も
わ
か
る
。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
展
開
の
ひ
と
つ
と

い
え
よ
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
電
力
会

社
は
顧
客
の
囲
い
込
み
が
で
き
る
こ
と

に
も
な
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
展

開
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

経
産
省
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（H

om
e E

n
 -

ergy M
an

agem
en

t S
ystem

：

家
庭
情

報
基
盤
整
備
事
業
）
を
主
導
し
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
等
が
そ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

家
庭
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
導
入
す
れ
ば
、

電
力
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
ク
ラ
ウ
ド
で

管
理
し
、
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
、
省

エ
ネ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
と
な
る
の

だ
。
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
展
開
・
推
進
の

エ
ン
ジ
ン
役
の
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
。

電
通
は
、
米
オ
ー
パ
ワ
ー
（
バ
ー
ジ

ニ
ア
州
）
を
買
収
し
た
。
オ
ー
パ
ワ
ー

は
、
電
力
使
用
量
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
分
析
を
活
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
開
発
し
、
電
力
や
ガ
ス
会
社
等
１
０

０
社
を
顧
客
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
消

費
者
が
電
気
代
金
を
上
手
に
や
り
く
り

す
る
省
エ
ネ
の
支
援
も
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
夏
場
の
電
力
使
用
料
か
ら
エ
ア

コ
ン
の
老
朽
化
が
判
る
。

さ
ら
に
、
電
通
が
同
社
を
買
収
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
広
告
配
信
を
サ

ー
ビ
ス
の
中
に
取
り
こ
ん
だ
り
、
電
力

ひ
っ
迫
時
に
、
空
調
の
整
っ
た
地
域
の

小
売
店
へ
誘
導
し
た
り
す
る
等
も
可
能

と
な
る
と
い
う
。

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
将
来
は
大
き
い

が
、
展
開
の
方
向
は
多
様
で
あ
る
。

（
２
）
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
！

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
オ
フ
ィ
ス
部

分
、
住
居
部
分
、
工
場
部
分
、
学
校
、

病
院
、
文
化
施
設
、
体
育
施
設
等
が
、

互
い
に
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
近
未
来
都

市
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
が
実
践
さ
れ
る
場
で
も
あ

る
。ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
住
居
部
分
の
コ

ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
と
な
る
。
そ
し
て
、
ビ

ル
や
建
物
の
あ
ら
ゆ
る
箇
所
に
セ
ン
サ

ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
温
度
や
湿

度
、
照
度
、
風
量
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水

の
消
費
量
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
と
な

る
。
さ
ら
に
は
人
の
存
在
や
通
行
量
等

と
い
っ
た
様
々
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分

析
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
制
御
し
、
ビ

ル
や
建
物
の
環
境
や
収
益
性
を
最
適
に

す
る
。
こ
れ
が
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
で
あ

り
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
核
心
で
あ
る
。

発
電
は
太
陽
光
だ
け
で
は
な
い
。
床

発
電
等
も
活
用
可
能
で
あ
る
。
イ
ギ
リ

ス
等
で
は
結
構
実
用
化
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
人
通
り
の
多
い
ビ
ル
や
駅
、
通

路
等
に
集
中
的
に
敷
設
す
れ
ば
、
実
用

レ
ベ
ル
の
発
電
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
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通
行
量
を
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
し
解
析

が
可
能
で
あ
り
、
商
業
施
設
等
で
は
、

ど
の
エ
リ
ア
の
人
通
り
が
ど
の
時
間
帯

に
多
い
か
等
を
把
握
し
て
事
業
戦
略
の

立
案
に
役
立
つ
。
販
売
促
進
の
た
め
の

効
果
的
な
情
報
も
、
一
緒
に
得
ら
れ
る

わ
け
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
さ
ら
に
、
交

通
信
号
等
を
統
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
高
度
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
や
自
動

運
転
等
の
シ
ス
テ
ム
等
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
未
来
都
市
を

実
現
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
も
、
販
促
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

は
、
多
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
次
に
述
べ
る
ス
マ
ー
ト
病

院
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
住
民
の
健
康

管
理
、
老
人
介
護
の
充
実
も
可
能
と
な

る
。さ

て
こ
こ
で
、
横
浜
市
の
温
暖
化
対

策
統
括
本
部
が
主
導
す
る
横
浜
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
）

を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
太
陽
光
発
電

の
電
力
を
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
し
て
い
る
蓄
電

池
に
充
電
し
た
り
、
逆
に
蓄
電
池
か
ら

住
宅
に
電
力
を
供
給
し
た
り
す
る
Ｖ
２

Ｈ
（
ビ
ー
ク
ル
・
ツ
ー
・
ホ
ー
ム
）
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

こ
れ
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（C

ity E
n
ergy

M
an

agem
en

t S
ystem

：

地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）

と
連
携
し
た
充
電
ス
タ
ン
ド
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス

テ
ム
）
を
開
発
し
、
Ｅ
Ｖ
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
実
証
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
複
数
の
急
速
充
電
器
と
大

容
量
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｅ
Ｖ
向

け
の
蓄
電
・
充
電
統
合
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
複
数
の
蓄

電
池
を
集
約
し
て
仮
想
的
に
ひ
と
つ
の

蓄
電
池
と
み
な
す
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
蓄

電
池
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
を
開
発
す
る
等
し
て
、

電
気
の
利
用
制
約
を
不
要
と
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
く
は
、
太
陽
光
等

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
い
か
に

効
果
的
に
使
う
か
を
主
目
的
に
し
て
い

る
が
、
Ｙ
Ｓ
Ｃ
Ｐ
の
特
徴
は
、
Ｅ
Ｖ
と

の
連
携
で
、
大
き
な
可
能
性
を
見
出
す

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

に
熱
心
な
ア
セ
ア
ン
諸
国
は
、
そ
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
広

大
な
都
市
開
発
を
目
指
し
て
い
る
が
、

そ
こ
を
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
し
、
超
近

代
都
市
と
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
様
々
な
形
で
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
４
・
０
の
成
果
を
取
り
い
れ
る

努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
そ
こ

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
３
）
ス
マ
ー
ト
病
院
と
は
何

か
？

ス
マ
ー
ト
病
院
は
太
陽
光
で
電
気
を

確
保
し
、
災
害
時
で
も
電
源
を
確
保
で

き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
大
事
な
の
は
、
医
療
機
器
、
患
者
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
等
が
ネ
ッ
ト
で
繋
が
り
、

遠
隔
監
視
や
追
跡
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
等

を
駆
使
し
て
、
最
適
運
営
・
管
理
を
可

能
と
す
る
と
と
も
に
、
最
新
鋭
の
機
器

を
、
効
果
的
に
活
用
す
る
病
院
の
こ
と

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
他
の
病
院
や
介
護
施
設
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療
全

体
の
最
適
運
営
・
管
理
を
可
能
と
す
る

も
の
だ
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
で

は
、
ク
ラ
ウ
ド
と
人
工
知
能
に
よ
る
統

合
シ
ス
テ
ム
を
Ｏ
Ｓ
と
し
て
、
様
々
な

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
、
総
合
的
な
最
適
運
営
・
管

理
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
的
に
高
齢
化

社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
齢

者
介
護
や
、
心
臓
病
、
が
ん
等
の
慢
性

疾
患
に
対
す
る
医
療
コ
ス
ト
が
急
増
し

て
い
る
た
め
、
健
康
維
持
や
病
気
の
予

防
、
患
者
の
ケ
ア
の
た
め
の
先
進
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
病
院
内
の
最
適
運
営
だ
け

で
な
く
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
で
予
防

医
学
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
家
庭
と
病
院
と
の
相
互
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
見
守
り
等
の
生
活
支

援
に
よ
り
、
よ
り
高
品
質
な
患
者
の
生

活
や
ケ
ア
の
改
善
が
可
能
と
な
る
。

患
者
に
腕
時
計
型
や
バ
ッ
ジ
型
等
の

ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
装
着
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
生
体
指
標
や
行
動
記
録
の

収
集
・
分
析
が
容
易
と
な
る
。
モ
バ
イ

ル
ヘ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
体
温

や
心
拍
数
、
血
圧
等
の
生
体
情
報
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋

が
る
。
デ
バ
イ
ス
か
ら
の
情
報
を
電
子

カ
ル
テ
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
取

得
し
、
患
者
の
情
報
を
高
速
か
つ
簡
単

に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、
医

薬
品
臨
床
試
験
の
素
材
と
し
て
活
用
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
可
能
で
あ
る
。

医
薬
、
医
療
機
器
の
効
率
的
な
開
発
を

も
た
ら
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

が
、
米
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
カ
ナ
ダ

で
行
っ
て
い
る
「
術
後
在
宅
ケ
ア
ビ
ジ

ネ
ス
」
は
注
目
し
て
よ
い
。
５
％
の
人

間
が
50
％
の
医
療
費
を
使
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
術
後
で
き
る
だ
け
早
く
帰
宅
さ

せ
、
在
宅
医
療
に
移
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

そ
の
代
り
、
術
後
ケ
ア
の
デ
バ
イ
ス

か
ら
あ
が
る
デ
ー
タ
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
監
視
し
、
異
常
が
あ
れ
ば
遠
隔
医

療
で
医
師
が
ケ
ア
を
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
医
療
費
を
抑
え
な
が
ら
的
確
な
患

者
ケ
ア
を
可
能
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
医
療
費
40
％
削
減
を
実
現
し
た
と
い

う
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
相

手
は
政
府
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
病
院
で

は
、
政
府
や
自
治
体
を
巻
き
込
む
、
規

模
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

金
子
博
人

（
か
ね
こ
・
ひ
ろ
ひ
と
）

金
子
博
人
法
律
事
務
所
。
弁
護
士
。
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
、
同
大
学
院
修
士
課
程
（
商
法
）
終
了
。

１
９
７
７
年
４
月
弁
護
士
開
業
。
国
際
旅
行
法
学
会

（
Ｉ
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ａ
）
会
員
。
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学
院
、

日
本
大
学
法
科
大
学
院
講
師
。
市
場
取
引
監
視
委
員

会
委
員
（
東
京
工
業
品
取
引
所
）。
日
本
プ
ラ
イ
ム
リ

ア
ル
テ
ィ
投
資
法
人
執
行
役
員
。
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〒104-0061 東京都中央区銀座8丁目10番4号 和孝銀座8丁目ビル7階 

http://www.kaneko-law-office.jp 

http://www.kaneko-law-office.jp/

